


































MDGsについては、2000 年の確定後にも例えば 2005 年
に再度ミレニアム・サミット（the Millennium＋5 Summit）が開催
されるなど、“人間性と自然に関する最も緊急の問題（the most 





目標 1「極度の貧困と飢餓の撲滅〔Eradicate Extreme Poverty 
and Hunger〕」： ここで“極度の貧困”とは、1日の収入が 1.25US
ドル以下の者（当初は1日1USドル以下の者であったのが変更され
た）をいい、目標達成状況をみると、このレベルの貧困者数は





目標 2「初等教育の完全普及の達成〔Achieve Universal 
Primary Education〕」：目標達成状況では、発展途上国の場合、
初等教育就学率が、2000 年＝83%〔不就学者数：約 1 億人〕
のところ、2015 年 91%〔不就学者数：約 5千 7百万人〕になって
いることなどが報告されている。
目標 3「ジェンダー平等推進と女性の地位向上〔Promote 






りの死亡者数〕は、1990 年には90 人であったところ、2015 年
には43 人に減少していることなどが報告されている。
目標 5「妊産婦の健康の改善〔Improve Maternal Health〕」：
目標達成状況では、例えば〔生児出生 10 万人につき〕死児出














止〔Combat HIV／ Aids, Malaria and Other Diseases〕」：目標達成状
況では、例えば新しくHIVに感染したものは、2000 年には約
3千 5 百万人であったが、2013 年には約 2千１百万人に減
少していることなどが報告されている。





〔Develop a Global Partnership for Development〕」：ここでは開発のた
めの既発展国からの援助が取り上げられ、それが 2000 年に





























そこで次に、2015～ 2030 年を対象にした SDGsがどのよう
なものであるかを考察する必要がある。
Ⅲ．SDGs の諸目標と特徴的諸点

















































ター ゲット3.1「2030 年までに、世界の妊産婦の死亡率を10 万人当たり70 人未満に削減する」。
ター ゲット3.2「すべての国が新生児死亡率を少なくとも出生 1,000 件中 12 件以下まで減らし、5歳以下死亡率を少なくとも出生 1,000




























ター ゲット7.1「2030 年までに、安価かつ信頼できる現代的エネルギーサ ビースへの普遍的アクセスを確保する」。






8 「すべての人々のための持続的、包括的かつ持続可能な経済成長、生産的な完全雇用およびディー セント・ワー クを
推進する」。【働きがいも経済成長も】
ター ゲット8.1「各国の状況に応じて一人あたり経済成長率を持続させ、特に後発発展途上国は少なくとも年率 7%の成長率を保つ」。
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